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　冬の我が家のリビングルームの暖房は薪ストーブです。友人知人の中には「薪ストーブですか！優雅
ですね」と言う人がいますが、とんでもない。冬場は毎日のように会社から自宅に薪を運ばなくてはな
りません。木材加工で出る端材はスギが主体で小さいものが多いので、段ボールに入れて持ち帰っても、
2箱が一晩で燃え尽きます。
　そもそも我が家に薪ストーブを設置したのは、以前、ダイオキシン規制でドラム缶で端材を燃やすこ
とが出来なくなり、ダイオキシン対策をした焼却炉は安いものでも400万円以上かかるため、それなら改
築のついでに薪ストーブを設置して、そこで燃やそうと考えたからです。
　しかし当時は木材加工は主な仕事ではなかったので当社から出る端材だけでは足らず、製材工場やプ
レカット工場から貰ってきて燃やす羽目に。自社の端材処理のはずが、端材集めに明け暮れることとな
りました。冬場は薪ストーブに時間と体力を奪われる日々でした。でも、せっかく設置したからには使
うのをやめるわけにはいかない。意地になって薪運びをする生活は、とても優雅とは言い難いものです。
　そもそも、カナダの製材品を扱っていたころに出る端材はバンドルの下についている台棒や、注文で
長さをカットしたときに出る少量の材だけで、それなら廃棄物業者に引き取ってもらった方が良かった
……暖房費が節約できると思ったのが間違いでした。灯油や電気代が高くなった今年は、確かに助かっ
ていますが。
　一昨年から木材を右から左に売ることは止めて、加工して付加価値をつけて売ることにしたので、細
かい端材は山のように出ます。先方から樹種指定されての加工も多く、タモとか栗の加工もあるので、
固い広葉樹は良い薪になります。でも細かい……写真のようにストーブの横に山積みにしていますが、
すぐに燃やし尽くしてしまうので、週に 3回は会社の倉庫から運ばなくてはなりません。年寄りにはシ
ンドイ作業です。
　でも、燃やした後の灰は肥料になりま
すし、昨今のように光熱費が高くなると
家計には大きな助っ人になります。浮い
たお金でお酒を買って、体の中で燃やし
ていたのでは何の足しにもなりませんが
……その薪ストーブの季節も、 3月の初
めには終わります。ようやく、薪運びの
作業から解放されます。
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　さて、大取りはこんなの見たことない！山梨県上野原市に1991
年より積水ハウスが分譲したコモアしおつ。30から40坪以上の
ゆったりとした敷地に戸建てが整然と建ち並び、山梨のマチュピ
チュと呼ばれているそうです。最近直結された中央本線の四方津
駅から巨大斜行エレベーターが伸びている凄いところです。エレ
ベーターは 2基。所要時間は 3分半ということで、傍らには待ち
時間のためのベンチが。普通のエレベーターは垂直に上りますが、
ここのは斜行で距離210メートル。イメージとしてはケーブルカー
に近く、階段やエスカレーターの脇を仲良く登っていく感じです。
わきを通るエスカレーターは急ぐ方が足早に駆け下りたりして、
それでもかなりの時間がかかりそうです。この施設は住民の方々
が維持費を負担しているそうなので上りはそうとは知らずエレ
ベーターを利用したものの、帰りは常時稼働中のエスカレーター
を利用。階段は眺めるだけでも爽快というよりはすさまじいものでした。
　この場所を知ったのは贔屓にしているピアニストから以前年賀状が来たため。その後エレベーターが
壊れたらどうなるの？とかファンの方と話しているのを耳にし、グーグルで探検してビックリしたとい
うわけ。彼女は今一人暮らしのようで住所は知りませんが、初めての路上教習でイノシシと出くわした
とかすごいことを言っておりました。

　というわけで都内とその周辺の階段巡り、如何でしたでしょうか。けっこういい運動にもなりますし、
面白いとかおっしゃっていただけますと励みにもなりますし、私自身は楽しかったです。
皆さんも是非、歩いてみてください。

コモアしおつHPより

コモアしおつ凄まじいほどの階段

エレベーターからの眺め
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